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香粧品の歴史（生い立ち）

私の香粧品学会

黒 岩 幸 雄

My Impressive Memory of the Society of Cosmetic Science

Yukio KUROIWA

1.　は じ め に

私は，昭和 42年 5月，仙台より東京の昭和大学へ赴
任しました。その頃の東京の事情をお話しすると，公団
住宅の空室の待ちが 400倍の難関で，東京オリンピック
のときにできた環状 7号線は，今の北京の PM2.5に似
た数値ではなかったかと思われるほど空気は汚染し，多
摩川は洗濯排水で泡だらけの川で，魚も住めない汚れを
呈していました。現在は，環境の浄化が水，陸とも進
み，住みやすい東京になってきています。私の専攻は，
衛生化学，毒物・裁判化学で，数年経つと，昭和大学に
も慣れ，運動をしたくなれば長津田にある大学の運動場
に出かけたりしておりました。野球もそのうちの 1つ
で，野球が好きな人たちが集まり，よく試合をして楽し
んだものです。丁度その頃，東北大学薬学科の同窓会が
あり，私も出席しましたが，第 1回生の資生堂の近さん
と親しく話をしているうちに，野球談義となり，資生堂
の研究所と何回か野球の試合を楽しみ，研究所も見学す
ることができました。そのとき，私が長崎大学 3年生の
とき，附属病院の薬剤部長の先生から，化粧品化学の講
義を受けたことを思い出しておりました。そんななか
で，日本香粧品学会設立シンポジウムの葉書を受け取
り，そのときの演者の一人として，私の先輩のポーラの
石田先生がお話しされることを知りました。それを機
に，私の専攻している毒性学も必要な分野ではないかと
考え，入会することにいたした次第です。当時，理事長
の安田先生からいろいろな質問を受け，私も香粧品学の
勉強をいたすことになりました。

2.　メイラード反応

香粧品学的な仕事として，昭和大学で何ができるか考
えていました。ちょうどその頃，私の研究室の免疫毒性
のセミナーに皮膚科の末木先生（現在，昭和大学医学部
皮膚科主任教授）が参加され，何か共同研究をしましょ

うということで，食品で起こるメイラード反応（非酵素
的に糖とタンパク質の結合により変色する褐変反応）
が，人体でも起こるかどうか，皮膚，毛髪，爪を対象と
して実験を行いました。サンプルは年齢別に採取し，糖
化の程度を測定いたしました。その結果，どのサンプル
も年齢とともに糖化率は増加しました。このことから，
人体でもメイラード反応が起きていることがわかりまし
た。私どもは，皮膚，毛髪，爪の糖化の程度を，法医学
の年齢推定に使えるのではないかと，当時考えたことも
ありました。また，老化の原因として年齢とともに
SOD（Superoxide dismutase）の活性が減少することが知
られておりましたが，この生体成分の糖化も，老化の原
因の一つではないかと考えております。さらには，老衰
による多臓器不全にもこの反応がかかわっているのでは
ないかと推定しております。現在は，香川大学のプシ
コース（希少糖）等の使用が一般化されてくれば，この
考えはあてはまらなくなるかもしれません。

3.　動物試験代替法

一方で，私は医薬品開発の安全性試験を研究しており
まして，化粧品の安全性も同様に研究することを考えて
おりました。しかし，化粧品では医薬部外品の使用が多
く，一般的には皮膚に対して無作用か，微弱な作用を有
するものが用いられていることがわかり，私どもが医薬
品に対して一般的に行う安全性試験とは異なっているこ
とを認識いたしました。今は，化粧品業界では，主とし
て動物試験代替法が使われております。この仕事に関し
ては，私どもと資生堂研究所とが共同研究を行ったこと
があります。この研究は私の教授時代の部屋に貼ってあ
り，来る人に対しても動物代替法の話をし，特に，昭和
大学は動物実験をしていると目され，動物愛護協会の皆
さんもよくお見えになり，私は，今から先はできるだけ
動物愛護の精神に則って研究を行っておりますと，共同
研究の内容を例に取り説明をしておりました。
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